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平 成 五 年 度 教 育 研 究 員(特 別 活 動)研 究 主 題

互いのよさを生かし,認 め合い,高 め合う集団活動を通して

児童の自主的 ・実践的態度を育てる指導
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1研 究 の 大 要

共通研究主題

互 いのよさを生か し,認 め合い,高 め合 う集団活動を通 して

児童の 自主的 ・実践 的態度を育て る指導

児童はだれで も,心 豊かに,主 体的,創 造的に,生 きてい くために,人 間,自 然,社 会,

文化 などに適切 にかかわ る中で,自 分のよさや可能性を発揮 して,自 分や所属す る集団の課

題に積極的 にチャ レンジし考え,判 断 し,よ りよい解決,実 践をめざそ うとする存在であ る。

そ して,友 達 や集団か らその努力の姿を認め られた時,有 用感や成就感を得 るとともに,心

理的安定を得 ることがで きる。

しか し,現 実の児童の姿 に目を向けると,物 質的に豊かな生活を送 っている反面,人 間関

係の希薄化に起因す る心の貧 しい面が クローズア ップされて くる。 また,恵 まれた環境の 中

で育 って いるたタ5に,自 主性や主体性の欠けた言動が見受け られ る場合 もある。 さらに,自

己中心的で,耐 性や協調性,責 任感などが十分に身 にっいていなか った り,社 会性の発達 に

問題が見 られ たりす る。

こうした ことか ら,今,学 校教育では,所 属す る集団の問題点に 目を向け,そ の原因を適

切に捉え,解 決 して いこうとす る意欲や態度を育成するとともに,互 いの活動や役割を認め

合い,人 間関係を広め,深 めて い く教育が求め られている。

そ こで,望 ましい集団活動を通 して,な す ことによ って学ぶ教育活動 としての特質を もち,

個性の伸長 と社会性を育む特別活動 においては,学 校や学級集団の中で,共 通の 目的意識の

もと,問 題解決 に向か って,自 ら意欲的に問題がかかわ り,解 決,実 践 してい くとい う一連

の活動過程を踏 まえた指導が,一 層,重 要な意味を もって くる。以上の ことか ら,本 年度 は,

① 学校 ・学級生活を充実,向 上 させる問題 に気づ き,そ の問題 に自分 を深 くかかわ らせ,

解決 しようとする意欲や態度 を育成す ること。

② 活動を通 して,自 分の よさを自覚す るとともに,そ の よさを学校 ・学級集団の中で認め

合い伸ば していける場の設定 と展開の在 り方を工夫す ること。

③ 共通の目的意識を もった活動過程を通 して,互 いの活動や役割を認め合 い,励 ま し合え

る人間関係を育成す ること。

④ 問題解決の活動過程で必要 とされ る思考九 創造 力,判 断 力,表 現九 実践 力を育む こ

と。な どが大切 と考え,本 研究主題を設定 した。
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n一 人一人が互 いの考えを大切 に し,

共 に活動 しよ うとす る意欲や態度 を育 てる支援のあ り方

(学級活動下学年分科会)

1.主 題設 定 の理 由

下学年 の児童は,自 分の興味 や欲求 に応 じて即時的に自分の考えを言 った り,行 動 した り

す る時期である。 これ は,そ れぞれの子 どもたちの自分 らしい考えや行動の素直 な姿 とも言

える し,自 己中心性 に基づ く言動の表れで もある。また,こ の時期の子 どもはまわ りの他人

(特 に学校では教 師)か ら認め られたいとい う欲求が強 く,ほ め られ ることによ って望ま し

い行動 を進んで とるよ うになる。そ して,そ のまわ りにいる子 ど もたち も相互に影響 し合い

同様の行動を とる傾向が強い。

そこで,子 どもたちに互いの よさを見つける目や態度を培 うためには,ま ず教師が,子 ど

もたちの個 々のよさ(発 想のよさ,表 現のよさ,か かわ り方のよさ,行 動のよさなど)と は

何かを語 り,そ れに基づ く具体 的な姿をた くさん見付 け,そ れを子 ど もたちに,学 級活動の

各場面 に応 じて提示 し,共 通理解 しあ うことが大切であ る。 また,ど のよ うな意 見や考えで

も,そ れを肯定的に受 け止 める態度を養 うことによ り,望 ま しい学級の雰囲気ができてい く。

そ して,子 どもた ちの 多様な考えを生か して計画 された活動 を,ひ とっひ とっ積み重ねてい

く過程で,一 人一人の子 ど もは満足感や成就感を感得 し,協 力 して活動す るよさや楽 しさを

実感で きる ものであ ると考える。

下学年分科会では,児 童相互の豊かなかかわ り合いを大切に した話合いや集会活動を通 し

て,互 いの能力,考 えなどを十分 に発揮 し合い,下 学年な りに,認 め合え る人間関係を培 い

たい と考える。 また,児 童一人一人が,自 分の考えを 出 したり,役 割を果 た した りして活動

す ることのよさや楽 しさを数多 く体験す ることで,主 体的な話合いの態度 や実践 的な態度が

育 ってい くものと考えた。そのたあに,教 師が,題 材 に応 じ,場 に応 じ,個 に応 じて,ど の

よ うな支援を計画 し実施 していけば良いかを中心 に研究を進め ることに した。

なお,本 研究を進あるにあた り,分 科会で は 「支援 」を次の ように考え ることに した。

本 来 もって いるよさや可能性 を児童 自 らが発揮す るのを助け,う なが し,そ れをのば し

てい くために教師が行 う様 々な教育的手立ての ことを支援 とい う。
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2.研 究 仮説 と仮説 検証 の視 点

児童一 人一人にとって,学 級の中で 自己の存在が尊重 され,自 分がな くて はな らない存在

と して意識で きることは重要 なことであ る。その中で認め られ るか らこそ,児 童 は安心 して

活動がで きる。 さ らに,互 いに認め合 う活動を展開す ることにより,集 団に対す る帰属意識

や存在感が生 まれ るのであ る。

互 いが認 め合える学級 に してい くたあには,ま ず一人一人が 自分 らしさを発揮できるよう

な場 を意図的 に設定す ることが大切であ る。 また,教 師が児童の表現や活動を温か く見守 り,

共感的 に受 けとめ,効 果的な支援を してい くことによ って,児 童の一人一人に活動す る楽 し

さを味わわせ ることがで きると考え る。

そのような体験 を具体的 に積 み重ねて いくことにより,一 人一人の児童に力を合わせて活

動 しよ うとす る意欲や態度が育つと考え,研 究仮説を以下のよ うに設定 した。

研 究 仮 説

互いの考えを認めあえ る場や方法を工夫 し,活 動す る楽 しさを味わえ るような支援をす

れば,一 人一人の児童 に,学 級生活の向上をめざ して力を合わせて活動 しようとする意欲

や態度が育つ。

〈仮説検証の視点〉

視点1自 分 らしさを発揮 し,互 いに認あ合 う場や方法 の工夫

ア,表 現方法の工夫

「
0自 分の考えを持 ち,意 見の交流をはか

るたあに,学 級活動カー ドを活用す る。 腰繋灘]
視点2集 団活動の楽しさが実感できる活動内容の工夫

ア.議 題選びの工夫

○友達 の願いを知 り,共

に考えることがで きる

ようにす る。

イ.一 人一人が活躍で き

る場の工夫

0自 分の役割 を果た し,

互いに関わ りあいなが

ら,楽 しさを実感で き

るようにす る。

ウ.評 価の工夫

0振 り返 りカー ド

で,互 いのよさ

を認めあえ るよ

うにす る。

0教 師が評価の観

点 を明確 にす る。
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3.研 究 内 容(1)実 践事例1年 議題 「1の1ま っ りを しよ う」

視点1《 自分 らしさを発揮 し,互 いに認めあ う場や方法の工夫》

手だて 「表現方法の工夫」⑦短冊型の考えカー ド ⑦絵や具体物の活用

⑦で は,一 人一人の児童が,「 自分は,こ んなお店をや りたい」 とい う意欲を もって,話

合いに参加で きるように,短 冊型の考えカー ドを用意 し,事 前 に書 かせた。それを掲示す る

ことによ り,互 いの考えにも気づかせ るよ うに した。 また,⑦ では,話 す ことが得意でない

児童で も,自 分 らしさが発揮で きるように,お 店の絵 を描いた り,売 りたい物を作 った りす

るよ うな,そ れぞれに合った表現方法を工夫 した。

「小集団の活用」◎店 ごとの グループでの活動

次 に,店 ごとのグループに分かれて,店 の名前 を相談 した り,看 板を書いたりす る具体的

な作業を取 り入れて,ど の児童 も主体的に活動に参加す るように した。

授　 　 ㎜ 　 轍 耀 脚 剛 隙:露
かな②な りたいお店や さんにわかれようの二っを話 ド

1

合いの柱 とした。①では,お 店でや りたいものや売 韻

りたい ものの絵や具体物 を見せなが ら発表 させた。 欝 訟

②では,そ れぞれな りたい店のところに,自 分の名1

前カー ドをは らせた。そ して,人 数が極端に少ない

店 は,い っ しょにまとめるな ど して,全 部で7っ の

店が決 まった。その後,店 ごとに集 まり,お 客 さん

鞠 い 醗

ひ

吾』
艦
驚

がた くさん来て くれるような楽 しい名前をっける相談を して,

全員による 「ピカイチさんの発表」では,「00君 の作 って きた ものが,

で した」「一度 も発表 して いなか った00君 が言えて,す ごか ったです 」等 々,

る場面が見 られた。

考 察 事前 に,自 分のや りたいことを絵や具体物 に表す ことによ って,1の1ま つ りをや

りたいという期待感を刺激 し,意 欲が更 に増幅 した。話合いで は,普 段,話 す ことが得意で

ない児童 も絵 や具体物を用 いて生 き生 きと発表で きた。そ して,そ れ に対す る驚 きや賞讃の

声が周囲の児童か ら上が った。小集団に分かれて活動す る場面では,互 いに関わ りあいなが

らどの児童 も楽 しそ うに取 り組んで いた,こ のことか ら,考 えを もて ない児童に とっては,

事前に,考 えカー ドを もたせ たり,具 体物を示 しての発表は,意 欲を もたせ るために大変有

効なこと,ま た,小 集団での活動は,ど の児童 も生 き生 きとし,互 いのよ さを発 見で きる場

であ ることの2点 を確信 した

llご娘
趨 難__轍 購,.

看板作 りを した。終末の児童

本物のパ ンみた い

互 いを認あ



㈱ 実践事例2年 議題 「学級の旗をつ くろ うJ

視点2《 集団活動の楽 しさが実感できる活動内容の工夫》

「議題選 びの工夫(議 題の共有化)」

手だて これ までの話合い活動 は,発 言力 ・集中力のある児童が中心 とな って進 め られると

いう傾向にあった。そ こで,ク ラス全員の児童が,互 いの願いを知 り,共 に考えて いこうと

す る気持ちになるように,話 し合う議題につ いて,十 分な共通理解 を図 ることを 「議題の共

有化 」と捉え,次 の ような手だてを考えた。⑦事前に 「どんな時に使お うか」・「どんな気持

ちを込めよ うか」と投げかけ,旗 づ くりへの意欲を高めるよ うに した。⑦児童が進んで描 い

て きた図案を教室 に掲示 し,「 自分 も描 いてみようかな」「どんな絵(文 字)が クラスの旗 に

合 って いるだろう」とい う,興 味 ・関心が 自然 と湧いて くるよ うに した。

授業 の概要 本時は,① 事前に図案を描 いて きた児童が,そ の図案に込めた気持ちを発表す

ることに した。普段 は,な かなか人前で 自分の気持 ちを言えない児童 のたあに,発 表する時

は7人 ずっ前 に出て,図 案を見せなが ら,一 人ずっ気持 ちを述べ るとい う方法を とった。②

友達の図案の いい ところさが しを した。rOOち ゃんの図案は,2組 の青色 をいっぱい使 っ

て いて,外 に出た ときに目立っか らいいと思います。」な どの意見が 出て,事 前 に話 し合 っ

たことが 目安 にな り,話 合 い活動がね らいにそって,具 体的に展開 された。③ どんな図案の

旗にするかを話 し合い,4枚 の図案が選ばれた。

考 察 この議題が提案 され,話 し合 うことに決 った当初は,「 クラスみんなで旗をっ くろ

うよ」 というところまで,ク ラスの雰囲気 は盛 り上が って いなか った。朝の会,帰 りの会な

どを利用 し,旗 をつ くる目的,活 用の仕方,さ らに旗の形や大 きさなど個別的,計 画的に具

体的な話合いを進めて い くうちに,次 第に旗づ くりへの興味 ・関心が増 してい った。 また,

進んで図案を考えて きた児童の作品を教師か らの コメン トを添えて提示 した ところ,絵 を描

くことに苦手意識を持 っていた児童の気持 ちを刺

激 し,自 分 も描 いてみたい と言 って,5枚 の図案 ∴ ・二筋

を描 いてきた。図案の掲示は,議 題への関心を高 「♪

識灘ll耀ll簸 輔 範
なという教師の助言を行い,そ の後の言舌合いで,が パ 。x

l

15枚 のよいところを少 しずつ取 り入れ ることにな

り,後 日遠足で楽 しく活用す る事がで きた。
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4.ま とめ と今後 の課 題

「一人一人が互 いの考えを認め合える場や方法の工夫」,「活動 す る楽 しさを味 わえ るよ う

な支援」を通 して研究テーマに迫 ってきた。本研究か ら,主 に以下の点が明 らかにな った。

(1)研 究のまとめ

① 自分 ら しさを発揮 し,互 いに認 め合 う場や方法の工夫

or学 級活動カー ド」に自分の考えを書 かせ ることによ り,児 童 は自分 なりの考えを も

ち,積 極的に話合いに参加で き,意 見の交流を図 ることがで きた。

0絵 や図,動 作化を題材 に応 じたり,児 童に応 じた りして適宜取 り入れ ることにより,

生 き生 きと自己表現できる児童が増えた。

O目 的 に応 じた多様 な小集団を組織することにより,児 童は自分の考えを安心 して表現

で き,よ り自分 らしさを発揮 し合 い,そ れぞれのよさを互いに認め合 うことがで きた。

② 集団活動の楽 しさが実感できる活動内容の工夫

0学 級の中に学級活動 コーナーを設定 し,話 し合 いたいことを掲示する ことにより,共

に考えようとす る意欲や態度が育 って きた。

o一 人一人が,自 分の役割や活動で きる場を もつ ことで,集 団の一員 と しての 自覚が育

ち,活 動への意欲が高 まり,や り終えた成就感を味わ うことがで きた。

0「 振 り返 りカー ド」を活用す ることにより,互 いの よさを見付け合 うことがで きた。

また,他 の活動への意欲 を引 き出す引き金となった。

○終末の助言の中で,視 点 を もって一人一人を具体的 に賞讃 し励 ます ことによって,児
●

童が 自信を もち,意 欲的 に活動をす るようにな った。

(2)今 後の課題

o一 人一人が互 いの考えを大切 にし,共 に活動 しようとす る意欲や態度 を育 てる支援の

在 り方 を工夫 して きたが,個 々の場に応 じて,き め細か なみ とりや手立てが必要であ

る。児童が生 き生 きと活動す るための支援 にっいては今後 も検討をtけ なければな ら

ない。

0全 体の場で はなかなか自己表現で きない児童のために,小 集団の構成や話合いの方法

が効果的であることは実践の範囲内で明 らか とな ったが,さ らに研究する必要があ る。

0活 動 に応 じて評価の観点 を設定 し,児 童のよさを具体的に見取 り,指 導に生か して い

くことが大切であ る。
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皿0人 一 人が 個性 を発揮 し,

互 いを高 め合 う学級 活動 の指 導 の工 夫(学 級活動上学年分科会)

1.主 題 設定 の理 由

上学年の多 くの児童は,学 級活動 を通 して 自分が どのよ うに成長 して きているのか,集 団

の中で どのように認め られて きて いるのかを知 りたいと願 っている。そ して,自 己の体験を

もとに,互 いに協力 して学級生活の充実 ・向上に向けて意欲を もって積極的 に活動す る児童

もいる。 しか し,一 般的に学級の諸問題を自分の問題 として捉 え,学 級生活 の充実 ・向上 を

目指 し,集 団活動を通 して他 との望ま しいかかわ りが もて る児童を育成す るためには一層の

工夫が必要であ る。

また,こ れか らの学級活動では,児 童のよさを伸ばす ことが大切である。 そこで,本 分科

会で は,児 童のよ さを 「児童一人一人の思いを は じあ,思 考や判断,表 現など,ま わ りか ら

も共感 されるような内容や傾向」と捉え,児 童の 「可能性 」 も含あて,「 個性」 と考えた。

ところで,個 々の児童の よさを伸ばす学級活動 の指導上の問題点 と して,次 の二点があげ

られる。一っは,話 合 いや実践の活動で 目立 って活動する児童につ いて は,よ さや可能性が

明 らかにな りやすいが,そ の他の児童の よさや可能性を伸ばすために どのよ うに支援 して

いった らよいか手だてが必ず しも明 らかでない。二っには,児 童 は個々の学級活動 において

ある程度の成就感 ・満足感 を得てはいる ものの,そ の体験を通 して得たことを次の活動へ と

継続,発 展 させてい く場の設定や展開が十分で はないとい うことである。

児童 は,本 来楽 しく充実 した生活を送 りたいとい う願 いを もった存在である。学級活動 に

おいて は,学 級の児童一人一人の思いや考えを,教 師の温かい支援の もとに児童が相互に認

め合 い,具 体化 し,実 践化 していかなければな らない。一人一人の児童 は,そ の中で得た成

就感 ・満足感を もとに自分のよ さに気づ き,意 欲を もって活動す るようにな り,集 団の一員

と して 自信 を持 って生活 してい くことがで きる。そこで,上 学年 と して は事前 ・事後を含あ

た活動において,児 童一人一人が よさを発揮 しなが ら,集 団の中で互いに認 め合い ・高あ合

え るようになるための支援の在 り方を考えて い くことに した。

以上のよ うな理由か ら,主 題 を設定 した。

2.研 究 の仮 説 と仮説 検証 の視 点

一人一 人の児童が
,よ さを認識 し,そ れを学級生活の中で発揮 してい くためには,「 自分

は,先 生や友だちか ら認め られて いる」 とい った意識を持て ることが前提 となる。 この意識
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は,学 級活動が集団の活動であ る以上,教 師の評価や児童が互 いを認め合 う活動 を通 して高

まってい くものである。そこで,あ ざす児童像を 「集団の中で 自分のよ さや可能性を発揮 し,

自他を尊重 しなが ら主体的 に活動す る子 ども」 と考え,学 級内の諸問題の解決への意識 ・意

欲の向上を根底に,互 いの よさを生か し,認 め合い,高 め合 う集団活動 をめ ざす ために次の

ような研究仮説を設定 した。

研 究 仮 説

学級活動 において,諸 問題を解決 しようとす る意識を全員が もて る場の工夫と一人一人

のよさを認め励ます評価をすれば,個 性が発揮 され,互 いを高め合 うことがで きるであろう。

〈仮説検証の視点〉視点1諸 問題を解決 しようとする意識を全員が持てる場の工夫

ア.諸 問題の原因を探 る場の設定 イ.提 案理 由を全体の もの とする場の設定

主 に事前指導が中心 となる。解決す るとど 議題の提案理由について,あ らか じめ思 う

のよ うないいことがあ るのか,な ぜ解決 しな ことな どを考え る場を設定 し,学級の成員り～

ければな らないのかな どを考え,議 題の価値 同 じ立場 で話合いを始め られ るよ うにす る。

その ものを高めてい く。

・朝の会や帰 りの会などを利用 して
,議 題に ・事前に知 らせ,自 分の考えをまとめてか ら

っ いて全員で話 し合 う機会を持っ。 話合いに臨む。

・活動 した ことを振 り返 る場 を設定す ること ・めあてを明 らかに して,話 合いの 目的を明

で,諸 問題の原因を明確にす る。 確 に す る。

視点2一 人一人のよさを認め励ます評価の工夫

ア.活 動過程 の評価の工夫 イ.自 己 ・相 互評 価 の工 夫 ウ.評 価を生かす工夫

事前 ・事後指導を含めてね 学級活動 カー ドを活用 して 終末の評価を次回の活動に

らいやよい点につ いての評価 自分の考えや感想,友 だちや っなげるため,児 童の 目に触

を行 う。 自分の ことについて記入で き れ るよ うに工夫す る。

・評価の観点 を明確に し,活 るよ うに工夫する。 ・児童が記入 したカー ドを教

動を具体的に認め励 ます。 ・記入 した ものを発表 し合 う 室内に掲示す る。

・活動に見通 しを持たせ,事 時間を話合いの終末に設定
・学級 新 聞 や学 級 通信 な ど

後に,流 れに沿 った評価を す る。 に,教 師の評価や児童の感

す る機会を持っ。 ・よい発言にっいて記 入す る 想などを記事 と して掲載 し

欄を設 ける。 て い く 。
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3.研 究 内 容

(1)視 点1「 諸問題 を解決 しよ うとする意識を全員が持て る場の工夫」の実践事例

5年10月 議題 「5年3組 の歴史を作 ろう」

ア.諸 問題の原因を探 る場の設定

学級の親和性を高め,学 級全員が仲良 く楽 しく過 ごすためにはどんな活動 を してい く

かを考え させて きた結 果,話 し合いたいことを議題箱に入れ る児童が増えて きた。 しか

し,内 容を見てみると,学 級をよりよ くして いこうという意識は感 じられ るものの前学

年までの経験 に基づ くものが多 く見 られた。 そこで,今 まで以上 に学級生活を見っめ,

問題を考えていこうとする意識 を持 たせてい きたい と考えた。

一 日を振 り返 る場の設定

帰 りの会で,自 分たちが気付 いた ことを出 し合 うことの他に,児 童一人一人が 「一週間の

生活」という表に一 日の記録を している。 これは,一 日の自分を振 り返 ることがで きるよ う

に,自 己評価 だけでな く,心 に残 った ことを書 き留めておけるよ うに した ものである。そ こ

か ら担任が学級の問題や個 々の願 いをつかむように してい る。

学期 ごとに活動を振 り返 る場の設定

一学期の終 わりに,「 みんなで楽 しみたい こと」「友達 に してあげたいこと」「学級が困 っ

ていること」 「みんなで決 めたい こと」の4っ の観点か らア ンケー トを とり,学 級 に対す る

一入一人の願 いをつかむ ように した。今回は,「 一学期 にや った00が よか ったか ら,ま た

こんな ことをや りたい。」などの声か ら,今 まで 自分たちがや って きた ことを振 り返 り,そ

れを歴史 としていつで も見 られ るよ うに掲示 して い くことで,今 後の活動への意欲がよ り高

まってい くのではないか と考え,本 議題 を設定 した。

イ.提 案理由を全体の ものとする場の設定

〈事前の活動〉

計画委員会による活動計画書 とスー

パーサ ミッ ト37メモを作成

↓

役割分担 と当日の話合いまでの見

通 しを持 った。話 合いのめあて と

柱を決めた。

学級活動 コーナーに掲示

↓ 言舌し合 うことへの闘 らを高めた・

一10一



計 画 委 員 会 に よ る 資 料 の 作 成 一一一月毎の主な行事を記入 し,各 自が今までの活動

↓(歴 史の資料)を 振 り返 り,書 き込むことがで きる表を作 った。

提 案理 由を深 め るた めの意 見交換 … この議題で話 し合 うことについて 自分の考えを

↓ 出 し合い,何 のために話 し合 うのか という意識

を一人一人が持 てるように した。

話 合 い の 柱 に 対 す る 質 疑 応 答 一一一何 を考えて くるのか,ど の ような話合いをする

↓ のかが明確 になるよ うに した。

自分 の 考 え を 書 く 話合 いの柱 について,歴 史の資料 とスーパーサ

ミッ ト37メモにあ らか じめ 自分の考えをまとめ

た。

考 察

一人一人が学級の歴史に残 したいことを資料 に書 き込む ことによ り,歴 史作 りへの意欲が高

まった。また,事 前の活動で話合 いの目的や内容につ いて確認す ることによ り,話 し合 うこと

が明確 にな り,話 合いの方 向が絞 られ,「 いつで も見 られ るよ うに した い」「みんながかかわ っ

て歴史を作 りたい」な ど,め あて にそ った意見を中心 に話合いが活発に進 め られた

今後 は,計 画委員会で決めていた 「話合いのめあて」を,議 題(提 案理 由)に つ いて意見交

換する中で全員が話 し合 っていけるよ う考えて いきたい。

(2)視 点 「一人一人のよさを認め励 ます評価の工夫」の実践事例

4年10月 議題 「どん ぐりさんと秋祭 りしよ う」

ア.活 動過程の評価 と工夫

話合 いの中で,自 分のよさを発揮 し,認 め合 う工夫 と して,活 動過程にそって,計 画

的に評価(事 前 ・事後指導を含)を 取 り入れ ることによ り,み んなの ものとな るように

見通 しを持たせ,認 め励 ま していった。事前指導では,提 案理由 ・めあてを何 日か前に

学級 活動 コー ナー に掲示 をす

る。個人では,め あて ・考えを

記述 してお き,参 加意欲を高め

るよ うに した。

本時で は,終 末の反省で,自

己相互評価を し,お 互いの よい

所 やがん ば った所 を認 め合 っ

た。

よ い 発 言 の 観 点

1.友 だちの考えを もとに して,自 分の考えをは っ

きりと,わ か りやす く発言 してい る人

2.話 合 いを進め るよ うな発言を している人

3.提 案理由 ・めあてを考えなが ら発言 して いる人
1

4。 前の経験 を生か した発言を している人

5.友 達の考 えを助 けている発言を している人

一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一一 一 一1

一11一



イ.学 級活動カー ドの活用

互 いの よさを認め合い,励 ま し合い,高 め合 うため に,r学 級活動 カー ド』を活用 し,

カー ドの中に 「個人のめあて」「感想」(自 己評価),「 今 日のがんば りさん」(相 互評価)

の記述欄を設 けた。 カー ドは計画委員が作成。

ウ.評 価 を生かす工夫

評価を生かす工夫と して,本 時で評価 した ものに教師の評価(全 員分)を 加えて掲示

し,お 互 いの よさを更に認め合い,次 回の意欲へ とつなげてい った。 また,相 互評価 を

行 う際 児童一人一人の見 る目を育てるために 「よい発言 の観点」を考えた。

授業の概要

議題箱の 中に,「 どん ぐりさん(心 障学級)と 交流 を しよ う」「秋祭 りを しよ う」「ゲーム大

会を しよう」が入 って いた。みんなで話 し合 った結果,全 員の意 見を生か そうということで,

本議題 「どん ぐりさん と秋祭 りしよう」に決定 した。話合いの柱 を3っ(① 何を したいか。

事前にア ンケー トをとり,ま とめあったのでrお 店 やさん』 とす ぐ決 まった。② どうやるか。

一 グループを作 ってお店の内容 を決 めることに した
。③ グループ作 り 心障学級の児童が

4人,売 り手 と買いの人数を考えて,4グ ループと決めた。)と した。終末の反省で は,学 級

活動カー ドの話合いの反省を し,感 想 ・今 日がんば りさんを記述 した。そ して,司 会より今 日

のがんば りさんの発表を した。先生の話で は,「 提案理 由 ・ああてにそった発言」「全体の こと

を考えてい る発言」「計画委員のがんば り」など認め励ま した。

考 察

自己 ・相互評価を一時間毎に記述 し,よ さを

いに見合 うために,児 童の感想 と先生の話は,

掲示 したり,学 級新聞に載せた りした.そ れ1・ 憬

よ って,自 分は他の人か ら認め られていると感 級

活

じ,満 足感をえ ることができ,主 体的に活動で
動

き るよ うにな って きた。 相 互 評 価 で は,「00

さんが 何 回発 言 した。」 「大 きい声 で言 えた 。」な
e

ど技術 的 な 発言 が 多か ったが,見 方 を指 導 して 三

い く うち に,「 友 達 の こ とを考 え た 発言 を して 》

い た。」 「司会 を助 けて い た。」な ど発 見で きる

よ うに な って きた。
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4。 ま とめ と今後 の課 題

本分科会で は,集 団の中で 自分のよさや可能性 を発揮 し,自 他を尊重 しなが ら主体的に活

動す る児童を育ててい くために,「諸 問題を解決 しよ うとす る意識を全員が持 てる場の工夫」

と 「互 いのよさを認め励ます評価の工夫」が必要であると考えた。検証授業の過程で,以 下

の ことが明 らかにな った。

(1)研 究の成 果

視点1諸 問題を解決 しよ うとす る意識を全員が持て る場の工夫

●学級生活 の諸間題について話 し合 った り,振 り返 った りす る場を設定 したことで,学 級

生活を向上 させ る問題 に気付 くようにな った。

●提案理由に対する意見交換 を行 う場を設定す ることで,議 題に関す る児童の願 いや考え

が明 らかにな り,話 合 いの よりどころとな った。 また,話 合 いが停滞 した り,混 乱 した

り しそ うにな った時な ど,提 案理由に もどって話 し合 っていることを整理 し,進 め られ

るよ うにな った。

視点2一 人一人のよさを認 め励ます評価の工夫

●相互評価,自 己評価の場を設け,互 いの よか った ことをカー ドに記入 した り,話 合いの

終末で発表 し合 うことで,互 いのよさに気付 くようになった。

● 「よい発言の観点 」に気付かせ ることで,互 いのよさを具体的に認めあえ るよ うにな っ

た。

●終末の助言で は,児 童のよさを見っけ,具 体的な場面 を示 しなが ら話す ことで,以 後の

活動への意欲が高ま った。

● 児童が記入 したカー ドを 「学級活動 コーナー」に掲示 した り,「 学級新聞」に掲載 した

りす ることで,次 の活動に も意欲的に取 り組むよ うにな った。

(2>今 後の課題

●諸問題の原因を探 るために,話 し合 う時間を朝の会や帰 りの会に設定 して きたが,短 時

間で効率的 に展開す る方法 を工夫す る必要がある。

●話合い活動の終末に互 いのよさをカー ドに記入す る時間を設定 しているが,時 間の確保

が難 しい ことがあ った。そ こで,活 動計画を立て る段階で,こ の時間の確保のたあに,

話合 いにお ける時間 と内容 のバ ランスを一層工夫す る必要があ る。
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N互 いのよさを認め,

一人一人が意欲的に活動す る代表委員会の指導の工夫

(児童会活動分科会)

1.主 題設 定 の理 由

児童会活動の目標は,児 童が 自分 たちの学校生活を向上 させよ うとす る意図の下に,学 校

生活 に関す る諸問題を解決する活動及ひ学校内の 自分たちの仕事を分担処理する活動 を自発

的,自 治的 に行 うことによ って 自主性 と社会性 を養い,個 性の伸長を図 ることにある。また,学

級を単位 とす る学級活動 とは異な り,学 校の全児童が参加 して活動が進め られ る。それぞれ

の学校が実態に応 じて創意工夫 し,そ れを学校の伝統 にまで作 り上げてい く活動 ともいえ る。

その活動の一っであ る代表委員会活動は,各 学級等の代表者で構成 され,全 校児童の意向

を反映 しなが ら,学 校生活の充実向上のための諸問題を話 し合い,協 力 して解決を図 る自主

的,自 発的活動である。異年齢集団で もある代表委員会では,一 人一人の児童が共通の課題

意識を もち,そ れを解決す るために話 し合い,そ の結果を実行す る過程 において,異 学年の

交流が図 られたり,互 いのよさを発揮 し,認 め合ったりして,上 述の 目標を達成することが

期待で きる。

しか し,代 表委員会における児童の実態 と して は,自 分に与え られた仕事は果たすが,進

んで問題 を見っけ,自 主的に仕事を分担 し,工 夫 しよ うとす る意欲 は不十分な場合が多い。

また,高 学年中心で話 合いが進め られ,中 学年の意向が十分反映されず,異 学年の協 力 した

話合 いに まで高ま らないことも多い。

代表委員会の活動が活発になり,充 実 した もの になるたあには,活 動 の基盤 となる話合い

活動が,異 学年児童の集 まりを生か して十分に展開 されなければな らない。代表委員会の活

動を活性化す ることは,児 童 会全体の活動 を活性化することにっなが り,全 校児童の関心が

高 まれば,そ れが また代表委員一人一一人の活動への意欲に もつながると考え,本 主題 を設定

し研究を進めることと した。

2.研 究 仮説 と仮 説検 証 の視 点

(1)研 究仮説 について

代表委員会の特質 と して第一に挙げ られ ることが,異 年齢の集団であ るということであ

る。4年 生か ら(場 合によっては3年 生か ら)6年 生までが,一 同に会 し,議 題 と して出

された課題を解決 していかなければな らない一4年 生 と6年 生で は発達段階か ら考えて,
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いろいろな面で違いがあ る。 この集団が常 に生活を共に しているのな ら,た とえ異学年 で

あ って も集 団と して高 まって い くことも容易であろうが,代 表委員会では,月 に1回 の活

動 とい う時間的な制約がある。限 られた回数の中で どの よ うに集団 と しての機能を高め,

課題解決に取 り組んで行 った ら良 いのであろ うか。その手がか りをっかむために研究授業

と,実 態調査を行 った。

その結果,代 表委員会活動の問題点の一っと して,中 学年児童の話合 いへの参加の仕方

が クローズア ップされた。中学年の児童が代表委員会の話合いにおいて内容的,方 法的 に

主体性が発揮 しに くい状態にあることがわか って きた。5年 生6年 生 中心に話合 いが進め

られ,3年 生4年 生 はただ黙 って話合いの進行を見つめ るとい う傾向が多いよ うだ。 した

が って,中 学年の児童が,代 表委員会 とい う集 団に参加 し,「 議題を共 に解決 しよ うと し

ているんだ」 とい う意識 は現状で はあまり高 いとは言えない。

5年 生6年 生ばか りが発言 を していて,中 学年は話合いに参加 しに くい代表委員会か ら,

一人一人が意欲的に活動 し
,自 分は役 にた ったとい う有用感,成 就感を実感で きる代表委

員会へ と変えてい く手だてを具体的に明 らか に してい く必要があ る。そ こで以下のような

仮説の もと研究 を進めることと した。

一人一人の児童が課題意識を明確に もち
,互 いの意見や考えを認め合え る話合 いと

な るよ うに支援をすれば意欲的に活動す る代表委員会にな る。

この仮説 の中に は大 きな要素 と して,次 の2つ の こ とが盛 り込 まれてい る。 それ は,

「課題意識 を明確 に持っ こと」と 「互 いの意 見や考えを認め合 うこと」,言 い換 えれば互 い

のよ さを認め合 うことである。 この2点 にっいて支援 を していけば研究主題に迫 ることが

で きるとい う見通 しを立てた。そこで これを仮説検証の視点 として実証授業を進め ること

に した。

(2)仮 説検証 の視点について

【視点1「 課題意識を明確に もたせるための支援」】

代表委員会の話合いが低調であることの原因の一つが,「 議題 を解決 しよう」という課

題意識が うま くもてていないためではないか と考えた。中学年の児童が高学年の児童 と同

じレベルの課題意識を もつ ことを望むの は,発 達段階か ら考えて無理 もあるので,中 学年

には中学年 なりの,高 学年は高学年な りの課題意識の持ち方を探 って い くことに した。そ

して,そ れぞれの児童が課題の解決に向けて,自 分がなにをすべ きか とい うことを明確に
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意識 して代表委員会 に臨む ことで,よ り活発な活動が展開され るもの と考えた。 そのため

の支援 として,以 下 のような具体的な手だてを考え,検 証 を進め ることに した。

【課題意識を明確に もたせ るための支援】

・議題集めの工夫

・話合 いの意欲が持て る議題の選択

・議題伝達の工夫

・代表委員会 カー ドの利用

・活動計画の工夫

・助言の工夫

・環境づ くり

【視点2「 互 いのよさを認め合わせ るための支援 」】

代表委員会の活性化を妨 げるもう一っの要因 と して,異 学年間の交流の少な さを挙げる

ことができる。代表委員会が月に1回 ということもあり,中 学年の児童が代表委員会に参

加 している様子をみるとかなり緊張 して いるのがわか る。緊張があれば 自分の考えを表現

す ることにも消極的にな り,結 果と して沈滞ムー ドが漂 って しまう。 どのように した らこ

の緊張が解け,子 供達が伸び伸びと自分の考えを表現 し,活 動を進めていけるのであろう

か。その もっとも大切な要件が,集 団の中に受容的な雰囲気があ ること,言 い換えれば互

いのよ さを認め合える集団であ ることであ ろうと考えた。 この ような集団に育ててい くた

めに以下のよ うな支援の手だてを考え検証 してみ ることに した。

【互いの よさを認め合わせ るための支援】

・座席配置の工夫

・代表委員会 カー ドの利用

・中学年に もわかるよ うな話合 いの仕方の指導

・助言の工夫

・板書の工夫

・少数意見の尊重
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3.研 究 内 容

実践事例1 議題 「運動会のめあてを知 らせ る工夫を しよ う」

実施計画の工夫

視点1〔 課題意識を明確に もたせ るための支援〕

運動会のめあてを議題にす る授業 は,本 分科会では2回 目であ る。前回は,運 動会のめあ

てを決めることを中心 に話合 いを進めた。その結果,各 クラ スか ら出された意見を1っ に し

ぼ ってい く話合 いにな り,多 くの意見を生かす ことができなか った。 また,高 学年の出 した

意見 にかたよる傾向 もあり,代 表委員会の議題と してふ さわ しいか どうか という課題が残 さ

れた。そ こで,今 回は,計 画委員会で募集 しためあてを組み合わせ運動会のめあての原案を

出す ことに した。そ して,話 合いの柱を 「① めあてを決める」 「②めあてを全校 に知 らせ る

工夫を考 える」「③係分担をす る」と し,話 合 いの中心が② になるよ うな活動計画を立てた。

全校 に知 らせ る工夫の話合いは,め あてを決め る話合いとは異な り,い ろいろな考えが生か

される話合いである。 したが って,代 表委員一人一人の考えが広 く生か され充実感のある話

合いにな ると考えた。

授業 の概要 まず,運 動会のめあてについて,計 画委員会の原案を もとに話合 いが進め られ,

原案を修正 した形でめあてが決定 された。次に,め

あてを全校に知 らせ る工夫 にっいて話合 い 「窓に大

き くめあてを書いて はる」「ポスターをは る」 「放送

でながす」 「手紙で知 らせ る」rl,2年 生 に伝えに

い く」等の意見が出された。で きる範囲であれば,

い くつで も決めてよいとい うことを確認 し話合いを

進めたが,児 童 は,一 番良 い ものを選ぼ うとする話

合いにな りがちで何度か助言 した。最後 に,必 要な

係を決め仕事を分担 した。

考 察 計画委員会が運動会のめあての原案を出す

ことによ り,話 合いの焦点が しぼれ,短 時間でめあ

てを決定す ることがで きた。話合いの中心 をめあて

を知 らせ る工夫に した ことで,1っ1っ の意見を肯定

的にみ ることがで き,互 いの意見を認め合 うことが

で きた。3,4年 生 も活発に意見 を出 し意欲的 に話合いに参加 した。実施計画を工夫すること

で,一 人一人の児童がその学年 なりの課題意識を明確に もっ ことがで きたと言え るであろう。
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実践事例2議 題 「校内体育大会の計画を立てよう」

座席配置の工夫

代表委員会 カー ドの利用

視点2〔 互いの よさを認 め合わせ るための支援〕

発言者 も話合いの方向 も6年 生 中心 になるとい う問題 を解決す るために,座 席の配置を工夫

した。3,4,5,6年 生で一つの小 グループを形成 し,3,4年 生をはさむ形で,両 端に5

年生 と6年 生を座 らせた。話合 いが行 き詰 まった り,発 想を広 げた り,考 えを深めた りす ると

きなどグループ相談を取 り入れた。そ して,中 学年に も議事進行が理解で きるように高学年が

説明 した り中学年の考えを引 き出すよ うに したりして,中 学年 に も発言で きるように した。

代表委員会 カー ドには,P今 日の なるほど君 ・さん』の欄 を作 り,話 合 いの途中で もなるほ

どと思 った発言 を した子の名前を記入 して もよいとし,主 体的に友達の よさに気付 くように し

た。そ して,話 合いの後 にP今 日のな るほど君 ・さん』を発表 し,互 いのよ さを認 め合えるよ

うに した。

授業の概要 同議題で2回 あの話合いであ る。 司会が5年 生(輪 番制)で 初めての経験だ った

ため進行は遅々と していたが,か え って考え る時間が十分に確保されたよ うである。今回の柱

立ては①競技種 目の確認②盛 り上げる工夫③係分担 とし,② を中心 に話合 いが進み,小 グルー

プの話合い も数 多 く取 り入れた。例えば,盛 り上げ る道具が決 まった後で,"各 自自由に作 る"

か"兄 弟学級で同 じ物 を作 る"か がなかなか決ま らず,小 グループの話合 いを させたが,3,

4年 生 も発言 し,6年 生 はよ く考えて理由を述べ,意 見が深まった。

考 察 異学年による小 グループの話合いは,今 回が3度 めであ った。 グループによって違い

はあ ったが,6年 生が リー ドし,発 言の割 り振 りを していた ところもあった。 また,普 段 はお

とな しい6年 生が最上級生 と しての 自覚を もち,進 めよ うと して いる姿 も見 られた。 この小 グ

ループの話合いは,回 数 を重ねる ことによっ
幽-露 翌 讐 騨 ≧

.『 一■駒b皿

て,交 流が深まると考える。話合 いの後,上

学年 に励まされて挙手を した3年 生 もいた。

r今 日のな るほど君忍 はこの時間が初めて

で はあ ったが,意 図をよ く理解 し理由 も具体

的に述べていた。賞賛された子の笑顔が印象

的であった。その後の終末助言で,重 ね認 め

られた児童 も多 く,互 いのよ さを認 め合わせ

るためには,有 効 な手だてであ った。
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実践事例3議 題 「収穫祭を盛 り上げ る工夫を しよ う」

中学年に もわかるよ うな話合 いの仕方 を指導

視点2〔 互 いのよさを認め合わせ るための支援〕

高学年,特 に6年 生 には,4年 生の ことを考えて本時の話合いを進めるよ うに事前 に指導 を

した。中で も,小 グループ内で4年 生にな るべ く発言 させ ること,全 体での話合いでの内容が

分か っているか確認す ることは強調 して指導 した。

授業の概要 本時は,上 記の議題 について活発に意見交換がなされた。その中で4年 生が,見

当違いだ と思われ る意見を出 した。 ところが,そ の意見をただ見 当違 いと して受け止めず,話

の内容 を十分理解 していない為で はないか という意見が出された。 また,司 会 グループ も内容

の確認を行い4年 生 も安心 した様子で話合いに参加する ことがで きた。

考 察 今回のよ うな発言がでたことによ って4年 生は安心 して話合 いに参加 し,小 グループ

での発言 もみ られた。また,他 学年 も人の意見をよ く聞きその内容を考える ことがで きた、。こ

のよ うに考え ると,異 学年の ことを考え させ るよ うな支援は,互 いのよさを認め合わせ る為に

有効だ と考え ることがで きる。

4.ま とめ と今後 の課題

(1)研 究の成果

0事 前 に各 自の考えを記入 しておけるように早めに代表委員会カー ドを配布 した ことによ

り,課 題意識を持 って代表委員会に参加 させ ることができた。特 に3,4年 生 には 「必ず

発表 しよう」とい う部分をカー ドに設け,意 欲づ けた ことによ り,話 合 いへの参加態度が

積極的にな って きた。 また,「 今 日のなるほど君 ・さん」の欄 を設 け,記 入 し発表す るこ

とにより,互 いのよさを認め合う雰囲気が徐 々に醸成 されて きた。

0異 学年 の小 グルー プで話 し合 う場を設けた ことによ り,中 学年の児童に とって集団の圧

力を意識せずに,よ り自分の意見を発表 しやす くな ったよ うであ る。 また,高 学年児童 は

中学年の意見を引き出そうと努力す る姿勢が育 ち,高 学年 と しての役割意識が高まった。

0終 末の助言で,話 合 いの中の具体的な場面 を取 り上げ,良 い発言を した児童の名前をあ

げて誉めることが,児 童の意欲を引 き出すには有効 な手だてであ ることが確認できた。

(2)今 後の課題

0代 表委員会の話合いの活性化を通 して,児 童会活動全体の活性化をね らって きたが,代

表委員以外の児童の,活 動に対す る理解や関心の高まりはまだ十分ではない。全校児童の

関心 を高め,代 表委員の活動意欲にっ なげ るようにす ることで,全 体の意識向上を さらに

図 ることがで きる。そのための手だてを具体的に検討 して い く必要がある。
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V互 いのよさを生かし,協 力して活動することの楽しさを味わう

健康安全 ・体育的行事の指導の工夫一 運動会の指導を通 して一(学 校行事分科会)

1.主 題 設定 の理 由

今 日の児童がかかえ る問題点のひ とっ として,与 え られた課題や仕事に対 してはま じめに

や り遂 げるものの,自 分で考え進んで行動 しようとす る意識や態度が不足 して いる点が指摘

されている。 また,互 いに協力 してよ りよい生活を築 こうとす る態度 も十分に身につ いてい

るとは言えない。

本分科会が研究を進め る学校行事の場面において も,主 体的に参加す るとい うよ りも,「 や

ることになって いるもの」,「先生が決めたとお りにやるもの」 と考え,児 童一人一人が目的

を明確に もてないまま活動 して いることがあ る。その結果 として,や や もす ると全体で協力

して行事に取 り組 もうとい う意識が希薄 とな り,自 分や自分が所属す る集団の生活をよ りよ

くしようとす る態度が育たないとい う実態が見受 けられ る。

あ らためて言 うまで もな く,学 校行事の 目標の一つ は,「 行事 に積極的に参加 させ,日 常

の学習成果の総合的な発展を図るとともに,学 校生活を楽 しく豊かな もの とする」 ことであ

る。楽 しさを味わ うには,友 達 に信頼された り認めて もらった りす るなどの人間関係の深 ま

りや広が りが必要であ る。 そ して,よ りよい人間関係を築 くたあには,児 童一人一人が,自

分のよさを生か しなが ら,互 いに助け合い,協 力 し合え るよ うになることが大切であると考

え,本 分科会の主題を設定 した。

また,主 題に迫 るために,児 童が相互に関わ り合える場が比較的多いと思われる健康安全

・体育的行事,中 で も楽 しみが多 く期待感 も大 きい運動会を取 り上 げ,そ の事前 ・事後指導

の在 り方について研究 を進ある ことに した。

2.研 究 仮説 と仮 説検 証 の視点

研 究 仮 説

互いの よさを生 か し,協 力す ることの楽 しさを味わわせ るためには,児 童の活動場面に

応 じた支援の工夫が必要であ る。

分科会の研究主題を達成す るためには,児 童に対す る教師の適切な支援が必要であろうと

考え,① 活動意欲を高め るための支援 の工夫,② 協力す ることの楽 しさを味わわせ るたあの

支援の工夫,の 二点を研究仮説の視点 として設定 した。そ して,そ れぞれの視点 にい くつか
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の手だてを設け,事 前 ・事後指導の中で明確 にす ることによ り,主 題 に迫 ろ うと考えた。

なお,本 分科会では,r支 援』を 「子ど もが主体的 に活動するために必要な教 師の手だて」

と と らえ た。

3.研 究 内 容

(1)事 前 ・事後の指導における支援の事例

「児童 の自発的 ・自治的な活動を特質 とす るもので はない。 しか し,児 童を行事 に積極

的に参加 させる」 とい う学校行事の特質をふまえ るためには,児 童の活動場面に応 じた支

援の工夫が,参 加の意欲を高め,協 力 して成就 させ ることの喜 びを味わわせ ることになる

と考 え,次 の よ うに具体 化 した。

運 動 会 事 前 ・事 後 指 導 に お け る支 援 の 事 例

視煮1活 動意欲を高めるための支援の工夫 視点2協 力することの楽しさを味わわせるための工夫
事
前 1～4学 年 5.6学 年 1～4学 年 5,6学 年
の

指 くめあてのもたせ方〉 くめあての もたせ方〉 〈役劃を遂行させる〉 〈役割を遂行させる〉
導 ・前年度のビデオの視聴 ・前年度の ビデオの視聴 ・岨分 けや グループ分け ・運動 会の スローガ ンの掲 示

・めあて カー ドの形式 ・種 目がん ば りカー ドの落 用 ・応援の練習 ・応援の練習

i ・めあてカードの掲示方法

く見通 しのtた せ方〉 濡と購 総 〈互いに教え合う場の設定〉
・儲力がんばりカー ドの活用

〈互いに教え合 う場の設定〉
・協力がんばりカー ドの活用

z ・家族や地域への招待状 ・カ ウン トダウ ンポス ターの作成 〈自分の成長に気づかせる場の設定〉 〈自分の成長に気づかせる場の設定〉
時 ・練習経過での自己評価 ・地域への ポスター ・招待状 の作成 ・がんばりカードの活用と教師の言葉 ・協力 がんば りカー ドの活用

聞 〈期待感のもたせ方〉 〈期待感の もたせ方〉 〈集団の高まりに気づかせる場の設定〉 ・到連 カー ドの 活用

・租目の予想(身 体表現等) ・到連カ ー ドやはげ ましカー ドの活用 ・練習中のビデオの視聴 〈集団の高まりに気づかせる場の設定)
〈役劃分担の自覚のもたせ方〉 〈役割分担の自覚の6た せ方〉 〈がんば った点やよさをu+め合わせる〉 ・練習中のビデオの視聴
・応擾の仕方 ・係の打ち合わせ ・帰りの会などでの帽互評価 ・学級のめあての確縁

・教師の声か け.励 まし 〈がんば った点やよさを認め合わせる〉
・帰りの会などでの相互評価

視ξU活 動意欲を高めるための支援の工夫 視点2協 力することの楽 しさを味わわせるための工夫

事
後

1～4学 年
.・

5,6学 年 1～4学 年 5,6学 年

の 〈期待感のもたせ方〉 〈見通しのbた せ方〉 〈自分の成長に気づかせる場の設定〉 〈自分の成長に気づかせる場の設定〉
指 ・今後の行事予定を知 らせる ・今後の行事予定の確認 ・ふりかえりカードを活用して自己評価 ・保護者の感想の紹介

導 〈役割分担の自覚の白たせ方〉 〈期待感のもたせ方〉 〈集団の高まりに気づかせる場の設定〉 ・ア ンケー ト桔果 の紹 介
・ふ りかえ りカー ドの活用 ・今後の行s予 定の確毘 ・保護者の感想の紹介 ・作文や感想文を書く

1 〈役割分担の自覚の 白たせ方〉 ・ア ンケー ト結果の紹 介 〈集団の高まりに気づかせる場の設定〉
時 ・ふ りかえ りカー ド ・作文や感想文の読み合わせ ・保護者の感想の紹介

閏 ・表 彰式 くがんばった点やよさを認め合わせる〉 ・ア ンケー ト結果 の紹 介

・よか ったさが しカー ドの活用 ・作文や感想文の読み合わせ

くがんばった点やよさを認め合わせる〉
・よか った さが しカー ドの活用

F

(2)指 導 の留 意点、

指導 には,朝 の会 ・帰 りの会 ・ゆとりの時間の活用の ほか,事 前 ・事後に各1時 限の学

級活動 を設定す るよ う留意す る。 また,校 舎内外の環境整備 を してお くことは,児 童に理

解 を促 し見通 しを もたせ ることがで きると考え る。

① 行事への期待感や意欲を高めるために ビデオの活用 ・教師の話 ・めあて カー ド等によ

り運動の苦手 な児童 に もさまざまな運動会への参 加の仕方が あることを理解 させ る。

② 児童一人一人が 自分の役割分担を十分 に理解で きるようにす る。

③ 種 目 ・係で成功 の見通 しを もたせ る。

④ 種 目 ・係の練習の過程で反省や改善 ・認め励 ます場面を設定 してや る、,

⑤ 教師 ・父母 ・地域の声を活用 し,安 心感 と自信を もたせ る。

⑥ 自らの成長 に気づ く場面や児童が互 いに認 め合える場面を設定 してや る
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(3)学 級活動 における事前 ・事後指導の実践事例

① 意欲的 に活動す るための期待感を もたせ る事前指導

「運動会へ,ゴ ーゴーゴー!」(第2学 年)

ア.事 例の概要

互 いのよさを生か し,協 力す ることの楽 しさを味わわせ るためには,集 団の中の一

員と して一人一人が意欲的に活動す ることが前提 となるであろう。意欲的 に活動す る

ためには,ま ず運動会に対する期待感を高め ることが重要であると考え,昨 年度の様

子 を視聴覚資料 に基づ きなが ら想起 させたり,今 年度 の種 目を自由に予想 させた りす

ることに した。

また,意 欲的に活動す るためには児童 に見通 しを もたせなければな らないと考え,

めあてカー ドの工夫(形 態 ・掲示 の仕方 ・自己評価の方法など)も 試みた。

イ.授 業の展開

昨年の運動 会で楽 しか った ことをまとめた思い出カー ドを,教 室内に掲示 しておい

た。運動会への関心がやや高 まったところで,本 時では昨年度の ビデオを見せ,記 憶

をより鮮明な ものに した。 また,昨 年度 とは内容が異 なる 「表現」と 「団体種 目」を

取 り上げ,身 体表現で 自由に内容 を予想 させてみた。 その結果,今 年度の運動会のイ

メー ジがよ り具体的にな り 「楽 しそ うだ!」 「早 くや ってみたい!」 とい う意欲が高

まっていった。

次 に,玉 入れの玉をかたど った紅 白のめあてカー ドを用意 し,め あてを記入 させた。

記入後一 人一 人に発表を させ,友 だ ちの考えを知 り,互 いに励ま し合 う場 を設定 した。

運動会終了後,め あてが達成で き

繋 灘響/
ウ.考 察

運動会への期待感 を大いに高め,各 自が見通 しを もって活動に取 り組む ことによ り,

練習は もとより,運 動会当日 も意欲的に参加す るよ うになるとい うことが,今 回の指

導を通 して確かめ られた。ただ,「 互 いのよさを生か し,協 力す る楽 しさを味わわせ

る」ためには,個 人 と してのめあての ほかに 「協 力」を意識 しためあて もたて させ る

必要が あったのではないかと思 う。共通のがんば りカー ドには 「協力」の項 目を設 け

たが,意 識化が図れ なか った。
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② 互いの よさを認め合 い,今 後 の学校生活や行事への意欲 を もたせ る事後指導

「バ ック ・トゥー ・ザ ・運動会」(第5学 年)

ア.事 例の概要

運動会前 に事前指導で個人や学級のめあてを もたせ,「協力がんば りカー ド」や 「種

目がんば りカー ド」等を活用 して毎 日の取 り組みに具体 的に目標を もたせた。 また,

初 めての経験 となる係活動について,そ の意識や前年度 までの活動内容について詳 し

く知 らせることにより,係 活動への意欲を もて ると考 えた。 これ らの活動 を通 して児

童 は,自 分たちの種 目 ・演技をは じめ,全 校競技 ・係活動等に意欲的に取 り組み,当

日も生 き生 きとした活発な活動が見 られた。

運動会終了後,「よか ったさが しカー ド」やア ンケー ト,作文等を活用 して,互 いの よ

さを認 め合わせ ることによ り,次 の活動への意欲を持続 して高め合わせ る工夫を した。

イ.授 業の展開

運動会 に至るまで と当 日における自分や学級の

めあて,種 目への取 り組 み,係 活動にっ いてそれ

ぞれふ り返 らせた。上手にで きた ことやがん ば っ

た こと ・よかった ことをお互いに出 し合 ってい く

ことで,自 分の知 らないところで もみんなが一人

一人がんば っているのだとい うことを認め合 うこ

とがで きた。 さらに,運 動会で 自分たちが得た力

を生かそ うと,次 の活動 に向けて意欲づけをす る

ことがで きた。

ウ.考 察
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みんながそれぞれにがんばって いるのだ とい うことを確認 し合 うために,事 後指導

は重要 な意味を もっ。 この活動 により,互 いの よさを認め合 うとともに,み んなで協

力す ることの大切 さを実感 し,今 後の学校生活や行事への意欲が高 まったことを確か

あ られた。

学校行事後の事後指導はとか く削 られがちである。多 くの時間を割 くことは他の教

育活動 にも影響を及ぼす。 しか し,活 動の成果を児童相互が十分 に認あ合 い,次 の活

動 への意欲 を高めるには,事 後指導を含めた指導計画の立案が大切であ り,次 の学 校

行事や 日常生活にっながるよ うな連続性を持たせる支援 の工夫が必要であ ることも確

認 できた。
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4.ま とめ と今 後 の課題

児童の活動場面 に応 じた支援の工夫があれば,互 いのよ さを生か し,協 力す ることの楽 し

さを味わえる運動会がで きるであろうという仮説の もとに研究を進めてきた。 ここでは,運

動会の事前 ・事後 における支援の具体例を考え,そ れに基づ く実践事例での成果 と今後 の課

題にっいて述べ る。

(1}研 究の成果

ア.事 前 ・事後指導 における支援の具体例について

・支援の具体例を考えることによ り,児 童の関心や意欲を高め る指導 と協力の楽 しさを

味わわせ る指導が段階的に,し か も効果的に実施できた。

イ.事 前指導の実践事例か ら

・写真 ・ビデオ等視聴覚 に訴え る資料を活用することによ り
,関 心や意欲を高め ること

がで きた。

・種 目へのめあてを明確に もたせることが,意 欲的な取 り組みにっなが った。

・個人のめあてを知 らせ合 うことにより
,努 力や成果がは っきりわか り,互 いに励 ま し

合 うことがで きて活動への意欲 も高ま った。

ウ.事 後指導の実践事例か ら

・カー ドや活動の感想 ・記録を もとに した話合いは活発になる
。 また,相 互評価により,

次の活動への意欲を高めることがで きた。

・教師の的確な指導 ・支援が児童の実践意欲を高める
。

(2)今 後の課題

・仮説検証の視点 にせまるための教師の支援を上 ・下学年に分けて考えたが
,さ らに低 ・

中 ・高に分けて発達段階に応 じた支援の工夫を明確 に してい く必要がある。

・学校を取 り巻 く環境の変化に留意 し,教 師間の共通理解を図 り,各 校の特徴 を生か した

指導計画の立案が必要である。

・学校五 日制に ともな う学校行事の精選が問題 とな って いる
。練 習時間の見通 しは もとよ

り,事 前 ・事後指導の計画的な時間確保 も大 きな課題である。
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